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福井県県境に分布する網目模様をもつモリアオガエル Rhacophorus arboreus の報告
梨木　之正*

Records of Rhacophorus arboreus with network patterned dorsal skin in the border regions of Fukui Prefecture.

Yukimasa NASHIKI*

（要旨）2013年6月刈込池（標高1100ⅿ），夜叉ケ池（標高1099ⅿ），赤池（標高1500ⅿ）にて背中に
網目状の斑紋が入るモリアオガエルを確認したため報告する．
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　モリアオガエルRhacophorus arboreus（Okada et 
Kawano, 1924）は本州（茨城県を除く）及び佐渡島
に分布する日本固有のカエルであり，背中に暗褐色
の斑紋をもつ個体と斑紋がない個体が知られている．
斑紋のない個体は東北方面に多いとされているが，こ
れらの分布について十分な調査がなされていないのが
現状である（前田ら，1990）．福井県では斑紋のない
個体が広く生息しているが，2013年に福井県内で網目
状の斑紋をもつ個体を確認したので下記の通り報告す
る．

大野市赤兎山赤池（標高1500ⅿ）
確認年月日：2013年6月16日
個体数：3

南越前町夜叉ケ池（標高1099ⅿ）
確認年月日：2013年6月24日
個体数：20以上

大野市刈込池（標高1100ⅿ）
確認年月日：2013年6月29日
個体数：30以上

　今回の調査により福井県には無紋型と網目状の紋
を持った型がいることが確認された．また，それぞれ
の山地の麓には無紋型のモリアオガエルを確認してい
る．確認された場所がすべて標高1000ⅿ以上の高い山
頂付近の池ないし水辺であること，麓に分布するモリ
アオガエルが無紋型なことから，福井県のモリアオガ
エルの紋の有無は標高で分けられていると推察できる
が，今回の調査だけでは結論を出す事はできない．今後，
同標高帯にある水辺やその裾野，福井県側だけでなく

石川県，岐阜県側での調査を行っていく必要がある．
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Records of Rhacophorus arboreus with network patterned 
dorsal skin in the border regions of Fukui prefecture
Yukimasa NASHIKI

Abstract
　Individuals of Rhacophorus arboreus with network patterned 
dorsal skin were found in the border regions of Fukui 
Prefecture（Akaike，Ono City （alt.1500m），Yashagaike，
Minamiechizen-cho（alt.1099m），and Karikomiike，Ono 
Ｃity（alt.1100m）respectively）in June，2013．
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図1：網目状の斑紋をもったモリアオガエルの発見地

図2：赤池で発見されたモリアオガエル

図4：夜叉ヶ池で発見されたモリアオガエル 図5：福井県に広く分布している無紋のモリアオガエル

図3：刈込池で発見されたモリアオガエル




